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＜2030年の SDGs達成に向けた経営方針等＞ 

当社は当社が認証登録しているＩＳＯ国際規格に準拠して設定している以下の３方針は、SDGｓ

の基本理念とほぼ整合している故、各方針に基づいて業務の中で有効的に活動し、ＳＤＧｓの達

成を目指します。 

「品質方針」：顧客要求事項及び法令規制要求並びに社会のニーズを的確にとらえ、顧客満足度

の高い構造物を提供する 

「環境方針」：①省エネ、省資源の推進する 

②建設、一般廃棄物の分別と削減及び再利用、リサイクルの推進する 

「労働安全衛生方針」： 

①労働安全衛生法規及び働く人々含む利害関係者の要求事項の把握、順守する 

②ＯＨＳＭＳの教育訓練を充実させ、予防処置活動を主体とした労働安全衛生活動

を行う 

 

＜今期の SDGsに関する重点的な取組，指標及び実績＞ 

三側面 取組の状況 前期の指標 実績 

環境 

☐社会 

☐経済 

型枠作業で使用した化粧合板の再利

用は業務の中で完全に定着し毎年目

標値を安定的に達成している 

２０２５年に再利用

率 ６０％ 
達成した 

☐環境 

社会 

☐経済 

真夏日の労働時間の短縮は、近年の

猛暑及び労働安全衛生法規での熱

中症対策強化要求により、実質５時

間労働で推移している 

２０２２年１日７時間

労働⇒１日６時間労

働 

達成した 

☐環境 

☐社会 

経済 

再雇用者の採用は今期３名は採用し

たが退職により実増１名に終わった 

２０２２年１名採用

⇒２０２５年３名採用 
未達成 

・ 「取組の状況」には，前回登録申請した際の重点的な取組の実施状況やと指標の達成状況を記載してくだ

さい。指標が未達成の場合は，その理由等も記載してください。 

 

＜今期の評価＞ 

３取組のうち１目標は未達成であった。未達成分の目標については一部不可抗力な点もありか

つ取組目標としてミクロであり適切であったのか反省点である。来期はもっと実務的で合理的目

標設定をして取り組みたい。 

・ ＳＤＧｓの取組全体について，今期の振り返りや来期の展望などを記載してください。 

 

＜次期の SDGs達成に向けての重点的な取組，及び指標＞ 

三側面 SDGsに関する重点的な取組 
指標 

（更新時に向けた数値目標） 

☐環境 

社会 

経済 

顧客満足度向上として、県工事の目標工事評点

の達成 
全現場の目標評点の達成 

環境 

☐社会 

☐経済 

化粧合板の再利用率６０％以上の維持 再利用率６０％以上 

☐環境 

社会 

☐経済 

三大災害事故、熱中症、腰痛、成人病予防（４日

以上の休業）の発生予防 

事故、熱中症、腰痛、４日以上の

休業者の発生 ０件 

・ 「SDGs に関する重点的な取組」には環境・社会・経済の三側面の全てについて，重点的な取組みを記載し

てください。なお，取組みが複数の分野に該当する場合は，それぞれの分野にチェックを入れてください。 
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・ 「指標（更新時に向けた数値目標）」には，それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に，更新

時までの数値目標を記載してください。 

 
＜ＳＤＧｓ達成に向けてのパートナーシップ＞ 

①鹿児島県、錦江町：製品に対する安全性、品質確保、環境対策に関する対策協議計画 

②当社工事現場に入場する協力会社：施工現場で環境、安全、品質管理についての協力体制 

③久永、コマツ：施工設備、機器、重機及びＩＣＴ設備機器とソフトウェアーの導入、運用教育 

・ 「パートナーシップ」には，企業や NPO法人，行政など関係機関との連携があれば記載してください。 


